
鹿児島県からのお知らせ

12
月
11
日（
日
）〜
2
月
10
日（
金
）

★は写真入りで紹介

14

県政
トピックス

12月12日(月)

Ｈ－ⅡＡロケット20号機打ち上げ

12月16日(金)～17日(土)
第21回全国産業教育フェア鹿児島大会
（さんフェア鹿児島2011）

　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
お
よ
び
独
立
行
政
法

人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
、

平
成
23
年
12
月
12
日
午
前
10
時
21
分
、
南
種
子

町
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
、Ｈ

－

Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
20
号
機
を
打
ち
上
げ
、
情
報
収
集
衛
星

レ
ー
ダ
３
号
機
を
所
定
の
軌
道
に
投
入
し
た
。

　
Ｈ

－

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
今
回
の
打
ち
上
げ

で
連
続
14
機
成
功
と
な
り
、
通
算
の
成
功
率
は

世
界
最
高
水
準
の
95
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
肝
付
町
の
内
之
浦
宇
宙

空
間
観
測
所
か
ら
平
成
23
年
12
月
19
日
午
後
11

時
48
分
に
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
Ｓ

－

３
１
０

－

40
号

機
、
平
成
24
年
１
月
12
日
午
前
５
時
51
分
に
は

観
測
ロ
ケ
ッ
ト
Ｓ

－

５
２
０

－

26
号
機
の
打
ち

上
げ
に
成
功
し
た
。

　
専
門
高
校
な
ど
の
生
徒
に
よ
る
学
習
成
果
発

表
の
祭
典
「
第
21
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
鹿

児
島
大
会
」
を
鹿
児
島
市
の
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
内
６
カ
所

の
会
場
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　
会
場
で
は
専
門
高
校
生
に
よ
る
研
究
発
表
・

作
品
展
示
、
生
産
物
の
即
売
の
ほ
か
、
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
電
子
工
作
な
ど
学
習
内

容
が
体
験
で
き
る
催
し
や
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
の
競
技
大
会
も
行
っ
た
。

　

２
日
間
で
延
べ
約
９

万
６
千
人
の
来
場
者
を

迎
え
、
魅
力
あ
る
産
業

教
育
の
取
り
組
み
を
鹿

児
島
か
ら
全
国
に
発
信

し
た
。

月
22
日(

木)

12
国
民
文
化
祭
内
定
書
交
付
式

★
月
26
日(

月)

12
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始
式

★
月
12
日(

木)

1
桜
島
火
山
爆
発
総
合
防
災
訓
練

★
月
14
日(

土)

1
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

大
隅

月
14
日(

土)

1
か
ご
し
ま
就
農・就
業
相
談
会

月
19
日(

木)

1
奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会

月
20
日(

金)

1
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、鹿
児
島
の
夕
べ

★
月
22
日(

日)

1
平
成
23
年
度
か
ご
し
ま
も
の
づ
く
り

郷
中
塾
報
告
会

★
高
校
生
の
た
め
の
就
職
面
接
会

月
17
日(

火)

1
第
16
回
鹿
児
島・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
交
流
会
議

★
月
8
日(

日)

1「
は
た
ち
の
献
血
」街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
3
日(

金)

2
福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会

月
7
日(

火)

2
人
権
同
和
問
題
県
民
の
つ
ど
い

月
8
日(

水)

2
平
成
23
年
度
鹿
児
島
県
森
林・林
業
振
興
大
会

月
12
日(

月)

12
Ｈ

－

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
20
号
機
打
ち
上
げ

★
月
14
日(

水)
12

観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
会
長
表
彰
式

月
16
日(
金)

12
第
21
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
鹿
児
島
大
会

（
さ
ん
フ
ェ
ア
鹿
児
島
2
0
1
1
）

★

～

日(

土)

17

月
19
日(

木
・

)

20
日(

金)

・
24
日(

火)

1
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平
成
27
年
度
の
第
30
回
国
民
文
化
祭
の
開
催

地
と
し
て
本
県
が
内
定
し
、
文
化
庁
に
お
い

て
、
近
藤
文
化
庁
長
官
か
ら
伊
藤
知
事
へ
内
定

書
が
交
付
さ
れ
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
、
昭
和
61
年
度
か
ら
各
都
道

府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
規
模

の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
。

　

今
後
、
県
で
は
、
県
民
総
参
加
の
も
と
、

「
本
物
。
鹿
児
島
県
」
の
多
彩
な
魅
力
を
全
国

に
情
報
発
信
し
、
鹿
児
島
に
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
お
も
て
な
し
の

心
に
あ
ふ
れ
た
大
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
く
。

12月2２日(木)

国民文化祭内定書交付式

12月26日(月)

県ドクターヘリ運航開始式

１月12日(木)

桜島火山爆発総合防災訓練

　
桜
島
の
大
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
や
噴
石
、火
災

な
ど
に
加
え
、鹿
児
島
湾
を
震
源
と
す
る
震
度
６

弱
の
地
震
や
津
波
へ
の
警
戒
を
想
定
し
た「
桜
島

火
山
爆
発
総
合
防
災
訓
練
」を
鹿
児
島
市
お
よ
び

垂
水
市
で
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、「
地
域
の
連
携
に
よ
る
防
災
力
の
向

上
」を
テ
ー
マ
に
防
災
関
係
機
関
、医
療・福
祉
施

設
、小
中
学
校
な
ど
１
４
１
団
体
と
地
域
住
民
の

方
々
を
あ
わ
せ
て
約
４
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
現
地
訓
練
で
は
、自
主
的
な
避
難
行
動
と
地
域

住
民
の「
共
助
」に
よ
る
島
外
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、自
主
防
災
会
を
加
え
た
合
同
救
出
救
護

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、県
庁
で
は
伊
藤
知

事
を
災
害
対
策
本
部
長
と

し
て
、災
害
対
策
本
部
会
議

訓
練
や
情
報
伝
達
訓
練
な

ど
を
実
施
し
た
。

　
県
本
土
、
甑
島
、
熊
毛
地
域
、
三
島
村
、
十

島
村
（
一
部
）
を
運
航
範
囲
と
す
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
航
開
始
式
が
、
鹿
児
島
市
の
浜
町
ヘ

リ
ポ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
療
機
器
や
医
薬
品
を

搭
載
し
た
救
急
医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
、
専
門
の
医
師
と
看
護
師
が
搭
乗
し
て
救
急

現
場
な
ど
に
急
行
し
、
現
地
で
患
者
の
治
療
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
い
ち
早
く
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
も
の
。
鹿
児
島
市
立
病
院
を
運
航
主

体
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航

で
、
一
人
で
も
多
く
の
県

民
の
皆
さ
ま
の
命
が
救
わ

れ
る
よ
う
円
滑
な
運
用
に

努
め
て
い
く
。
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、鹿
児
島・シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
交
流
会
議
を
開
催
し
、経
済
交
流
、観
光
交

流
、人
的
交
流
な
ど
の
各
分
野
で
の
交
流
促
進
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、鹿
児
島
の
農

畜
水
産
物
の
輸
出
促
進
、観
光
交
流
の
促
進
、青
少

年
交
流
団
の
相
互
派
遣
な
ど
、今
後
の
具
体
的
な

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
10
項
目
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

　
ま
た
、交
流
会
議
に
あ
わ
せ
て
、鹿
児
島
か
ら
72

人
の
訪
問
団
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
し
て
、交
流

会
議
の
ほ
か
、商
談

会
、観
光
セ
ミ
ナ
ー
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、レ

ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
関
連
事

業
を
実
施
し
、鹿
児
島

の
魅
力
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

第16回鹿児島・シンガポール交流会議

1月20日(金)

知事トップセールス、鹿児島の夕べ

1月22日(日)

平成23年度かごしまものづくり郷中塾報告会

　
伊
藤
知
事
は
、鹿
児
島
県
産
の
ス
ギ
を
活
用
し

て
オ
フ
ィ
ス
家
具
の
新
製
品
を
共
同
で
開
発
・

商
品
化
し
た
株
式
会
社
岡
村
製
作
所
と
、東
京
都

内
に
お
い
て
記
者
会
見
を
開
き
、本
県
産
の
木
材

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
ま
た
、年
間
を
通
し
て
、全
国
の
店
舗
で「
鹿
児

島
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
て
い
る
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

株
式
会
社
の
村
井
社
長
と
ト
ッ
プ
会
談
を
行
い
、

本
県
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
同
日
、「
鹿
児
島
か
ら
元
気
を
発
信
」を
テ
ー
マ

に
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た「
鹿
児
島
の
夕

べ
」
に
は
、
鹿
児
島
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
が
多
数
出
席

し
、
大
島
紬
に
身
を
包
ん
だ

伊
藤
知
事
が
、「
本
物
。鹿
児

島
県
」
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
鹿
児
島
で
伝
統
的
に
伝
わ
る「
郷
中
教
育
」の
精

神
を
も
と
に
、県
内
の
中
小
企
業
の
若
手
経
営
者

な
ど
が
、変
革
の
時
代
の
経
営
者
の
役
割
や
商
品

開
発
の
手
法
な
ど
を
実
践
形
式
で
学
ぶ「
か
ご
し

ま
も
の
づ
く
り
郷
中
塾
」の
報
告
会
を
鹿
児
島
市

内
で
開
催
し
た
。

　
同
塾
は
、14
社
約
30
人
が
受
講
し
、
一
橋
大
学

名
誉
教
授
の
関
満
博
塾
頭
な
ど
著
名
な
講
師
陣

が
、後
継
者
育
成・商
品
開
発・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

テ
ー
マ
で
、上
海
や
北
海
道
へ
の
視
察
を
含
め
、全

６
回
の
研
修
を
実
施
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、「
自
社
の
経

営
戦
略
を
考
え
る
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」、「
県
内
外
の

異
業
種
と
の
交
流
が
と
て
も

刺
激
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

1月17日(火)
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